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側頭葉てんかんは依然難治性てんかんである。カイニン酸を直接扁桃体に注入することで、人側頭葉てん
かんモデルに近いモデル作成に成功している。

エダラボンの効果及び影響の調査

海馬の細胞死には様々なサイトカインなどが関与している。エダラボンの効果及び影響を調べる。

シクロヘキサミドの神経保護作用についての究明

☆詳細は、HPをご覧ください。
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《一言アピール》
側頭葉てんかんも難治性疾患の1つであり、病態も未だ十分解明されていない。
将来的には側頭葉てんかんで苦しんでいる患者に対して偉大なる影響を及ぼし、大きな社会的貢献が可能と考
えている。

側頭葉てんかんの病態解明と有効な治療方法の解明
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